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論文審査結果の要旨           

 

 本研究は細胞のアクチン骨格の制御因子のひとつである Ezrin が大腸癌の先進部位の低

分化胞巣（PDC）や微小乳頭状胞巣（MP）において不均一に染色されることに着目し，そ

の不均一性が大腸癌の予後規定因子となるか否かにつき検討したものである。独自に作成

した指標である Ezrin Corner Score（ECS）を用い，ECS の平均値と ECS 高値の PDC の数

を，大腸癌の臨床病理学的指標と対比した結果からは，両者ともリンパ管浸襲や PDC 

grade，MP-PDC との関連を認め，従来より悪性度を表すとされてきた指標との整合性を認

めたが，無再発生存期間に関しては ECS 高値の PDC 数のみが有意な関係を認めた。これら

の結果から，申請者は Ezrinは PDCが微小乳頭状胞巣を呈する過程に重要であること，ま

た集団的細胞浸潤から個細胞性浸潤への変換の部分で関与している可能性を明らかにし，

見出した指標である ECS が大腸癌の進展や悪性度の評価に有用である可能性を明らかにし

た。本研究をさらに発展させることは，Ezrin を始めとした ERM タンパク質 family が大

腸癌の進展を抑制する新たなる Target となる可能性を明らかにするものであり，臨床上

斬新かつ極めて有用な研究であると考えられる。 

 以上により，本論文は博士(医学)の学位を授与するに値するものと認められる。 
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